
みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会規約

（名称及び目的）

第１条　この協議会は、みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会（以下「協議会」という。）といい、みなべ・田辺地域の梅生産システムの国連食糧農業機関（FAO）による世界農業遺産（GIAHS）の認定及びこの地域の農業と地域の活性化を図ることを目的とする。
　
（事業）

第２条　協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）世界農業遺産の周知及び啓発に関すること。
（２）みなべ・田辺地域の梅生産システムの世界農業遺産認定に向けた申請書の作成その他の取組に関すること。
（３）みなべ・田辺地域の梅生産システムの世界農業遺産認定を通じて、この地域の農業と地域の活性化を図ること。
（４）その他世界農業遺産に関すること。
（組織）

第３条　協議会は、別表に記載する委員、有識者及び顧問により組織する。

２　委員は、みなべ町長、田辺市長、地域の関係団体の代表、みなべ町及び田辺市の議会の議員並びに和歌山県の職員をもって充てる。

３　有識者は、学識経験者等の専門知識を有する者を会長が委嘱し、前条の事業を推進するため、協議会に支援を行うものとする。
４　顧問は、会長が委嘱し、第１条の目的を達成するため、必要に応じて協議会に助言を行うものとする。
　（役員）

第４条　協議会に、次の役員を置く。
（１）会長　　　１人
（２）副会長　　１人
（３）監事　　　２人
２　会長は委員の互選により決定し、副会長及び監事は協議会の同意を得て会長が選任する。

３　会長は、協議会を代表し、会務を総理する。

４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。

５　監事は、協議会の会計を監査する。

６　役員の任期は、原則２年とし、再選を妨げない。
（協議会）

第５条　協議会は、次に掲げる事項について審議する。
（１）事業計画及び収支予算に関する事項

（２）事業実績及び収支決算に関する事項

（３）前２号に掲げるもののほか、会長が必要あると認めるもの

２　協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が必要に応じて招集し、その議長となる。
３　会議は、委員の過半数の出席により成立する。

４　協議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長が決する。

５　会長は、必要に応じ、委員、有識者及び顧問以外の者を会議に参加させることができる。

　（幹事会）

第６条　協議会の事業等を円滑に行うため、関係団体の担当課長等による幹事会を置く。
２　幹事会に幹事長を置き、会長の所属する団体の担当課長等をもって充てる。
３　幹事会は、幹事長が必要に応じて招集する。

（事務局）

第７条　協議会の事務を処理するため、協議会の事務局を、会長の所属する団体に置く。

（経費）

第８条　協議会の経費及び負担額については、協議の上、別に定める。
　（報酬及び費用弁償等）

第９条　報酬及び費用弁償等については、別に定める。

（会計及び事業年度）

第１０条　協議会の会計及び事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。

（委任）

第１１条　この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附　則

この規約は、平成２６年　５月２５日から施行する。
